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三重県森林整備調査発注基準 

（令和７年６月１日適用） 

 

１発注基準 

三重県が発注する森林整備調査（治山事業及び災害緩衝林整備事業（以下

「治山事業等」という。）において実施する森林調査業務（周囲測量・標準地

調査等）の発注基準は、森林整備に係る入札参加者登録要領に基づき申請のあ

った、経営事項審査の結果、総合評点（経営状況、施工管理技術力、選木技術

力）が 160点以上であることを要件とします。 

なお、総合評点は、経営状況による点数、施工管理技術力による点数及び選

木技術力による点数を加算して得た点数とします。 

 

① 経営状況による点数 

経営状況（資本金又は出資金）に応じた点数を加算します。 

表１ 

資本金又は出資金 
点数 

資本金又は出資金 
点数 

以上 未満 以上 未満 

 ５百万円 ０ ３千万円 ５千万円 30 

５百万円 １千万円 10 ５千万円 １億円 40 

１千万円 ３千万円 20 １億円  50 

 

② 施工管理技術力による点数 

雇用関係にある専門技術者（林業技士（経営部門）※１又は統括現場管

理責任者（フォレストマネージャー）※２（以下「ＦＭ」という。））の人

数に応じた点数を加算します。 

なお、林業技士（経営部門）であり、かつＦＭでもある専門技術者を

１名雇用している場合、林業技士（経営部門）の人数として数えます。 

表２ 

施工管理にかかる 

専門技術者人数 点数 

施工管理にかかる 

専門技術者人数 点数 

以上 未満 以上 未満 

 １人 ０ ３人 ４人 60 

１人 ２人 20 ４人 ５人 80 

２人 ３人 40 ５人  100 
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③ 選木技術力による点数 

雇用関係にある専門技術者（林業技士（経営部門）、ＦＭ、間伐技術指

導員※３又は現場管理責任者（フォレストリーダー）※４（以下「ＦＬ」と

いう。））の人数に応じた点数を加算します。 

なお、専門技術者は重複して数えません。（（例）ＦＭであり、かつＦ

Ｌでもある専門技術者を１名雇用している場合、専門技術者１名と数え

ます。） 

また、②の専門技術者とは区別して数えます。（（例）ＦＭであり、か

つＦＬでもある専門技術者を１名雇用している場合、②で１名、③で１

名と数えます。） 

表３ 

選木にかかる 

専門技術者人数 点数 

選木にかかる 

専門技術者人数 点数 

以上 未満 以上 未満 

 １人 ０ ３人 ４人 30 

１人 ２人 10 ４人 ５人 40 

２人 ３人 20 ５人  50 

 

 

２管理技術者及び照査技術者 

森林整備調査業務の発注にあたっては、次の事項によることとします。 

① 管理技術者※５及び照査技術者※６として、林業技士（経営部門）又はＦＭ

を配置すること。 

② 管理技術者及び照査技術者は、三重県が治山事業等において発注する森林

整備調査業務において、兼務できる委託業務件数を各５件※７までとす

る。 

③ 管理技術者と照査技術者は、兼ねることができない。 

④ 管理技術者は、打合せ等には必ず出席すること。 

 

 

 

※１ 一般社団法人日本森林技術協会の認定する林業技士（林業経営部門）のこと 

※２ 林業労働力の確保の促進に関する法律に基づく資金の貸付け等に関する省令（平成

８年５月 24 日農林水産省令第 25号）に基づき農林水産省が備える研修修了者名簿

に登録したＦＭのこと 
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※３ 三重県間伐等推進対策協議会要綱に基づき間伐技術指導員登録台帳に記載された間

伐技術指導員のこと 

※４ 林業労働力の確保の促進に関する法律に基づく資金の貸付け等に関する省令（平成

８年５月 24 日農林水産省令第 25号）に基づき農林水産省が備える研修修了者名簿

に登録したＦＬのこと 

※５ 管理技術者とは、契約の履行に関し、業務の管理及び統轄を行う者であり、設計業

務等委託契約書第 10 条第１項に規定に基づき受注者が定めた者 

※６ 照査技術者とは、成果物の内容の技術上の照査を行う者であり、設計業務等委託契

約書第 11条第１項の規定に基づき受注者が定めた者 

※７ 管理技術者として５件まで、照査技術者として５件までとする 

 

 


